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京都市再犯防止推進計画（仮称）素案に関する 
市民意見募集の結果について 

 
 
１ 募集期間 

  令和３年１月４日（月）から２月５日（金）まで 
 
２ 周知方法 

  市民意見募集冊子・リーフレットを市役所，各区役所・支所，図書館など

にて配布。また，ホームページにも掲載。 
 
３ 意見提出方法 

  郵送，ＦＡＸ，電子メール，京都市ホームページの意見募集フォームな

ど。 
 

４ 意見募集結果 

意見者数： ８３人 
意見総数：１３５件 

 
⑴ 年齢別（人数） 

～19 歳 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 70 歳～ 不明 合計 

7 12 11 12 17 16 6 2 83 

8% 15% 13% 15% 21% 19% 7% 2% 100% 

 
⑵ 居住地等区分別（人数） 

京都市在住 京都市内に通勤通学 その他 合計 

６７ １３ ３ ８３ 

８１％ １６％ ３％ １００％ 
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⑶項目別（意見数） 

項目 意見数 

１ 計画全般について 24 

２ 各章について 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

第１章 計画について 3 

第２章 本市における再犯を取り巻く状況 5 

第３章 本市が目指すまちの姿 16 

第４章 施策の展開 

  

  

  

  

  

  

  

柱１ 住居・就労の確保等による社会の居場所づくり 20 

柱２ ネットワークの充実による保健医療・福祉サービスの利用の促進 8 

柱３ 非行の未然防止，犯罪等をした少年への継続した学びの支援 8 

柱４ 犯罪等をした人の年齢や特性に応じた効果的な支援の実施 2 

柱５ 民間協力者の活動との更なる連携，広報・啓発活動の推進による

地域社会への理解促進  

18 

柱６ 「再犯防止×京都の文化力」の視点による取組の推進 9 

重点推進施策 6 

第５章 推進体制 0 

３ その他御意見 16 

合計 135 

 
⑷ 御意見の概要 
 ・ 良い取組，良い目標だと思う。計画をしっかりと進めてほしい。 
 ・ 目標値が低すぎる。再犯者がゼロになるまで取り組んでほしい。 
・ 再犯防止に関する市民理解の促進が大切であるが，自分とは関係ないと

思ってしまうなど，なかなか難しい。 
・ 犯罪被害者に対する支援は共感されやすいが，犯罪加害者はそう簡単に

はいかないと思う。難しい取組である。 
・ 犯罪加害者，犯罪被害者双方の支援が大切である。 
・ 住む場所と働く場所は生活の基本である。住居，就労，出所後の見守り

が何よりも大切である。 
 ・ 刑務所にいる間の指導・教育の徹底や，協力雇用主への支援の拡充な

ど，国における取組を充実させることが重要である。 
・ 文化力の取組は京都らしい。文化の力をきっかけに取組が進むことは良

いと思う。 
 ・ 文化力の取組は無理があるのではないか。効果がないのではないか。 
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５ 主な御意見と京都市の考え方 

⑴ 計画全般について 
意見の要旨 京都市の考え方 

 良い取組だと思う。 計画に基づき，国や民間団体等と

連携し，再犯防止の取組を総合的か

つ計画的に進めてまいります。 
 計画をしっかりと進めてほしい。 

読みやすい計画である。 
全般的に取組には賛成である。 
実効性のある計画にしてほしい。 
計画策定も大事だが，取組を推進

することがもっと大切である。期待

している。 
数多くの施策があり，素晴らしい

と思う。 
わたしたちの安全につながる計画

なので，効果を上げてもらいたい。 
計画に基づき，国や民間団体等と

連携し，再犯防止の取組を総合的か

つ計画的に進めることで，安心・安

全なまちの実現を目指してまいりま

す。 
原稿案のとおりに進めてくださ

い。 
 パブリックコメントでの御意見等

を踏まえ，計画策定を進めてまいり

ます。 
大切な取組だと思う。同時に難し

い事業だと思う。大変だと思うが，

相手に寄り添って進めてほしい。 
何十年も前に犯罪で捕まった人も

罪を犯せば「再犯」になるのであれ

ば，この計画を進めていくのは本当

に大変だと思う。 

取組に当たっては，犯罪等をした

人が抱えている生きづらさ等を十分

理解し，その立ち直りを支援してい

けるよう取り組んでまいります。 
 また，「再犯」に該当するかは犯罪

間の長短で判断しているものではな

いため，御意見のケースも含め再犯

に該当すると考えております。 
意欲的な計画である。内容が伴っ

た，実効あるものとして展開されて

いくことを期待する。 

 引き続き，実効性のある計画とな

るよう検討を進めてまいります。 

京都市が取組む意義はよく分かる

が，国も取組を一層進めていくべき

だと思う。 

 御意見のとおり，再犯防止の取組

は，国における取組も重要であるこ

とから，国に対しても取組の推進を

要請してまいります。 
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再犯防止に頑張ってほしいが，警

察のように強制力がない中で，どこ

までできるか疑問である。 

 御意見のとおり強制力はありませ

んが，本市としては，計画に掲げる

具体的な施策を国や民間団体等と連

携しながら進めることで，再犯防止

につなげてまいります。 
自助，共助が求められる分野だと

思う。そこに公助の視点で京都市が

取り組んでいくことに本気度を感じ

る。 

 地域社会に最も身近で，また，保

健医療・福祉などの各種サービスを

提供している基礎自治体としての役

割を認識しながら，国や民間団体等

における取組と連携した再犯防止の

施策を積極的に進めてまいります。 
難しいテーマで，市民にも賛否両

論あると思うが，リーフレットに分

かりやすく書いてあったため参考に

なった。 

 御意見のとおり，難しい課題では

ありますが，市民・事業者等への理

解促進に向けて，分かりやすい啓発

に取り組んでまいります。 
 
⑵ 各章について 
第１章 計画について 

意見の要旨 京都市の考え方 
 コロナ禍の中にあっても，「誰一人

取り残さない」理念の下で頑張って

ほしい。 

 御意見のとおり，コロナ禍の中で

は社会的孤立を防ぐ取組が一層求め

られることから，誰一人取り残さな

い社会の実現に向け，取組を進めて

まいります。 
更なる安心・安全なまちの実現に

向けて再犯者を減らすことが重要で

あると思う。再犯を減らすことによ

り，市民が安心して住むことができ

る。 

 御意見のとおり，更なる安心・安

全なまちの実現に向けては，再犯者

を減らすことが重要であると考えて

おります。計画に基づき，再犯防止

に係る取組を進めてまいります。 
５年間の計画だが，もっと長期的

な目線でもいいのではないか。人々

の意識改革は一朝一夕では無理だと

思う。 

 本計画の取組期間は５年間です

が，計画期間の終了後においても，

必要な見直しを行いながら，引き続

き，再犯防止に取り組んでまいりま

す。 
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第２章 本市における再犯を取り巻く状況 
意見の要旨 京都市の考え方 

刑法犯認知件数の減少は，これま

での京都市の犯罪予防活動への取り

組みの賜物と考える。この数字に油

断せずに各種取組の継続をお願いし

たい。 

 御意見のとおり刑法犯の認知件数

は減少しておりますが，これは，本

市のみならず市民・事業者等の皆様

の取組によるものと考えておりま

す。引き続き，犯罪抑止のための各

種取組を継続してまいります。 
犯罪者の５割が再犯者ということ

を初めて知った。ぜひ再犯者を減ら

していってほしい。 

 再犯者の削減に向け，再犯防止の

施策を積極的に進めてまいります。 

再犯に至る原因は複雑だと感じ

る。難しい課題である。様々な人の

協力が必要不可欠だと思う。 

 犯罪等をした人が抱えている生き

づらさ等を十分理解し，その立ち直

りを支援していけるよう取り組んで

まいります。また，御意見のとお

り，様々な人の協力が必要であり，

国や民間団体等と緊密に連携協力し

て再犯防止に取り組んでまいりま

す。 
京都市における再犯の状況が分か

りやすい。 
 再犯者の現状を把握しながら，計

画に基づき，国や民間団体等と連携

し，再犯防止の取組を総合的かつ計

画的に進めてまいります。 
出所者，出院者は更生保護施設に

いる間の時間を大切にし，施設職員

から社会で自立した生活を送るのに

必要な援助，指導を受けられるよう

心がけ，施設には出所者，出院者が

社会に出る為に最低限必要な居住

地，職業，所持金などの準備を進め

ていただきたい。 

 御意見のとおり，再犯防止の取組

は，刑務所や更生保護施設における

取組も重要であることから，いただ

いた御意見は関係機関にも伝えてま

いります。  
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第３章 本市が目指すまちの姿 
意見の要旨 京都市の考え方 

 良い目標だと思う。  目標の達成に向け，再犯防止に係

る取組を進めてまいります。 
 犯罪加害者，犯罪被害者双方の支

援が大切であると感じている。難し

い問題だが，行政とともに考えてい

きたい。 

 第３章の目指すまちの姿に記載し

ているとおり，再犯防止に取り組む

に当たっては，犯罪被害者等の思い

や心情を十分に認識して取り組む必

要があると認識しております。ま

た，犯罪被害者等に対しては，京都

市犯罪被害者等支援条例に基づく支

援をこれまでから実施しており，引

き続き，被害の回復，軽減のための

支援に取り組んでまいります。 
 犯罪被害者に対する支援は共感さ

れやすいが，犯罪加害者はそう簡単

にはいかないと思う。難しい取組で

ある。 

 再犯防止の推進は，新たな犯罪被

害者を生み出さない取組であるとと

もに，罪を償い社会の一員として再

出発しようとする人の社会復帰を促

進する取組でもあります。柱５に基

づき，再犯防止・更生支援に関する

理解促進に向けた市民・事業者等へ

の啓発に取り組んでまいります。 
まずは刑務所でしっかりと教育す

ることが重要である。京都市は犯罪

被害者の支援に取り組むべきだと思

う。 

 御意見のとおり，再犯防止の取組

は，国における取組も重要であるこ

とから，いただいた御意見は関係機

関にも伝えてまいります。 
 また，犯罪被害者等に対しては，

京都市犯罪被害者等支援条例に基づ

く支援をこれまでから実施してお

り，引き続き，被害の回復，軽減の

ための支援に取り組んでまいりま

す。 
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「やり直すことのできる社会」を

目指すために，元受刑者に対して多

くの取組はとても大切なことだと思

う。一方，犯罪被害者の感情も考え

なければならないと思うので，犯罪

被害者に対する支援の取組も考えて

いかなければならないのではない

か。柱の一つに追加をお願いした

い。 

 再犯防止に取り組むに当たって

は，犯罪被害者等の思いや心情を十

分に認識して取り組む必要があると

認識しております。また，犯罪被害

者等に対しては，京都市犯罪被害者

等支援条例に基づく支援をこれまで

から実施しております。こうした犯

罪被害者等の視点については，計画

全体に通じる理念と考えており，柱

ではなく，第３章の「１ 目指すま

ちの姿」に記載しております。 
保護司に対するアンケート調査を

見ると，再犯に至る理由は，本人の

甘えと意思の弱さだと思う。計画が

全体的に仕方なく再犯に至ってしま

うというトーンを感じてしまう。も

っと厳しいトーンで計画を策定すべ

きだと思う。 

 第３章の「１ 目指すまちの姿」

に記載しているとおり，本計画では

犯罪等をした人自身の強い更生意欲

を前提としております。なお，認知

症や障害がある等，特性によっては

本人の更生意欲を前提としない場合

があると考えております。 
目標値が低すぎるのではないか。

目指すべきところは１００％減，再

犯率ゼロだと思う。京都市の本気度

が感じられない。 

 本計画は令和７年度までの取組を

掲げたものであり，今後５年間で再

犯者数３０％減以上減らすという目

標値を設定し，目指すまちの姿の実

現に向けた取組を着実に進めていき

たいと考えております。 
計画に記載される目標値では「基

準値から３０％以上減少（又は増

加）」という記載を見る気がするが，

３０％というのはどこからきている

数値なのか。 
成果指標が再犯者数というのはと

ても分かりやすいが，「目指すまちの

姿」の実現に向けてはその他の指標

もあればよいと思う。 

 近年，再犯者数は減少傾向にあ

り，目標値はその傾向を上回る値と

して設定したものです。 
 また，重点推進施策にも成果指標

を設定して取り組んでまいります。 

５年で終わりではなく，再犯者が

ゼロになるまで取り組んでほしい。 
 本計画の取組期間は５年間です

が，計画期間の終了後においても，

必要な見直しを行いながら，引き続

き，再犯防止に取り組んでまいりま

す。 
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市が積極的に再犯防止に取り組ん

で頂き更生支援をして頂けることは

有難い。孤立する対象者が社会全体

で応援してもらっていることを実感

出来ることを願っている。 

 第３章の目指すまちの姿に記載し

ているとおり，再犯防止の施策を積

極的に進めることにより，罪を償い

社会の一員として再出発しようとす

る人を認め，支える地域社会の実現

に取り組んでまいります。 
 周りがどれだけ支援しても本人の

気持ちがなければ再犯を防止するこ

とはできない。本人のやる気を前提

にしているところは良いと感じた。 

 再犯防止に当たっては，犯罪等を

した人自身の強い更生意欲が前提と

なりますが，立ち直りに多くの困難

を抱える人が少なくありません。計

画に基づく支援や地域社会の理解が

進むことが，本人の更生意欲の喚起

につながると考えております。 
 再犯を減らすためには，出所後い

かに地域で見守り，支援するかだと

思う。 

 御意見のとおり，社会復帰後に地

域社会で孤立させない切れ目のない

支援等が必要であることから，関係

機関が緊密に連携協力して実施して

まいります。 
 理解ある会社で働けたことで人生

をやり直すことができました。当然

元の生活のようにはいきませんが，

働くことで少しだけでも社会に貢献

できると思えている。皆とは言わな

いが，少しでも過去を気にせず付き

合ってくれる人がいることで救われ

ている。 

 更生を目指す人の人権が尊重され

ることにより，刑務所出所者等の更

生意欲の向上につながると考えてお

ります。 
 計画に基づき，国や民間団体等と

連携し，社会の居場所づくりや，地

域社会の理解促進に取り組み，やり

直せる社会の実現を目指してまいり

ます。 
 切れ目のない支援は大切だと思

う。地域の力が必要である。再犯防

止がいかに大切か周知してほしい。 

 御意見のとおり，切れ目のない支

援は大切です。また，罪を償い社会

の一員として再出発しようとする人

を認め，支える地域社会も大切で

す。計画に基づき，国や民間団体等

と連携し，市民理解が促進するよう

取り組んでまいります。 
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第４章 施策の展開 

柱１ 住居・就労の確保等による社会の居場所づくり 
意見の要旨 京都市の考え方 

就労，住居，出所後の見守りが何

よりも大切である。 
 柱１に基づき，住居・就労を確保

しやすい環境づくりを進めてまいり

ます。また，御意見のとおり出所後

の見守りも大切であることから，計

画に基づき，国や民間団体等と連携

し，切れ目のない支援に取り組んで

まいります。 
働くことが生活の安定になる。仕

事を紹介できるようにするべきであ

る。 

柱１に基づき，国や民間団体等と

の連携を図りながら，住居・就労の

確保等による社会の居場所づくりを

進めてまいります。 就労支援が一番大切だと思う。 
就労，住居が何よりも大切だと思

う。 
住む場所と働く場所は生活の基本

である。市の取組に期待します。 
まさに住居，就労確保と本人の居

場所づくりが重要課題である。本人

の個人情報を守りながら，どのよう

に具体的に個人に関わっていくのか

明確にして頂ければ嬉しい。 

 御意見のとおり，住居・就労の確

保等による居場所づくりが重要であ

り，個人情報を適切に取り扱いつ

つ，国や民間団体等と連携しなが

ら，具体的な施策につなげる取組を

進めてまいります。 
帰住先のない出所者がとても多い

ことに驚いた。刑務所がちゃんと出

所後の帰り先を用意するべきだと思

う。 

 刑務所等国における取組も重要で

あることから，いただいた御意見は

関係機関とも共有いたします。ま

た，本市としても柱１に基づき，住

居を確保しやすい環境づくりを進め

てまいります。 
居場所がないと，犯罪に走ってし

まう可能性が高まると思う。居場所

づくりはとても大切である。 

 御意見のとおり，社会の居場所は

大切であると考えており，計画に基

づき，住居・就労の確保等による社

会の居場所づくりを進めてまいりま

す。 
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犯罪をした人も働いて税金払って

社会に還元すべきだと思う。このよ

うな取組も必要であると思う。 

柱１に基づき，意欲や能力に応じ

て就労できる環境づくりに取り組ん

でまいります。 
理念は分かってもいざ身近に犯罪

者が住むとなると警戒してしまう。

しかし，その人がちゃんと働いてい

るなど，更生を目指して頑張ってい

る姿を見れたら，少しは安心できる

かもしれない。やはり働くことが大

事だと思う。 
働く場所があればやり直せると思

う。コロナで雇用環境は厳しいと思

うが，しっかり取り組んでほしい。 
障がいの有無にかかわらず，少年

院出所者，刑務所出所者，刑務作業

を行う受刑者が社会や人々から必要

とされ，自分ができる仕事が見つか

り，働くことは，今後の生活や再犯

防止，さらに被害者につぐない賠償

していく上で必要である。意欲を持

って取り組んでもらいたい。 
刑務所から出所した人を積極的に

受け入れてもらえる企業が増えるよ

うに，国として，協力雇用主制度を

アピールして，更に補助金を増やす

べきではないか。また，刑務所から

出てきた時に住居が決まっていない

人が，再犯が多いと分かっているな

ら，国や地方が，住居を探してあげ

ればいいのではないのか。 

 御意見のとおり，再犯防止の取組

は，国における取組も重要であるこ

とから，国に対しても取組の推進を

要請してまいります。 
 また，本市としても，柱１に基づ

き，住居・就労を確保しやすい環境

づくりを進めてまいります。 

少年院や刑務所を出院，出所した

知的，精神障がい者を受け入れ，農

福連携，ソーシャルファームの担い

手として従事してもらう取組があ

り，令和元年版再犯防止推進白書で

も掲載されている。必要とする人達

がいて仕事が見つかるいい例だと思

う。 

柱１に基づき，意欲や能力に応じ

て就労できる環境づくりに取り組む

こととしており，いただいた御意見

は関係機関とも共有のうえ，今後の

取組の参考にいたします。  



11 
 

介護が必要な高齢受刑者について

は出所後に，社会福祉施設への入所

も考えていかなければならない。施

設に入所でき，受け入れることがで

きるかが大事であり，施設の職員の

方にも刑務所出所者のことを知るこ

とが大事だと思う。 

 御意見のとおり，高齢者等を受け

入れる社会福祉施設の整備や福祉事

業者の理解促進は大切であることか

ら，柱１及び柱５に基づき，社会福

祉施設の整備や再犯防止の取組等に

ついて理解を促進するための広報・

啓発活動を進めてまいります。 
高齢出所者は他の年代より，出所

しても人とのつながりに困ることが

考えられ，社会的孤立におちいる悪

循環が心配される。年齢や体力に合

う職業への就労を考え，収監中から

規則正しい生活ができるよう指導を

受ける必要がある。また，高齢であ

ったり，自立した生活が困難な出所

者には，救護施設などの社会福祉施

設への入所も考える必要がある。 

御意見のとおり，高齢出所者が社

会的に孤立しないようにする取組が

必要と考えており，国や民間団体等

と連携し，意欲や能力に応じて就労

できる環境づくりや保健医療・福祉

サービスの利用の促進に取り組んで

まいります。 
 また，収監中の生活指導について

の御意見は関係機関にも伝えてまい

ります。  
高齢の刑務所出所者が，シルバー

人材センターを通じて就労できるよ

う，同センターに業務を委託する事

業者の方々に京都市再犯防止推進計

画（仮称）素案の趣旨を御理解いた

だき，関心を持っていただきたい。  
また，収監されている時から出所

後のことを考え，刑務作業に意欲を

持って励んでもらうためには，刑務

官などかかわる職員の方の力が必要

である。 

柱１において，意欲や能力に応じ

て就労できる環境づくりの一つとし

て，シルバー人材センターを通じた

高齢者の就労支援に取り組むことと

しており，いただいた御意見は今後

の取組の参考にいたします。 
また，収監中のかかわりについて

は，関係機関にも伝えてまいりま

す。 
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出所者が仕事に就き，仕事を続け

ることは，自立した生活を送れるだ

けでなく，被害者の方に償うことも

できる。協力雇用主には支援制度が

あるが，刑務所出所者を雇用し，仕

事を続けてもらうことは容易ではな

く，出所者の雇用継続や再犯防止の

責任が重くのしかかってくる。協力

雇用主に多くの市民が理解を示し，

法務省だけでなく市民が協力雇用主

を支え，応援しなければならない。 

御意見のとおり，犯罪等をした人

の就労の確保に当たっては，協力雇

用主の活動を支援する必要があると

考えており，国や民間団体等と連携

して，協力雇用主に対する地域社会

の理解促進に取り組んでまいりま

す。 

刑務所出所者などが入居できる住

宅を探すことは大変困難なことであ

る。特に身寄りのない高齢の出所者

が一人で住居を探すことはできない

と思う。速やかに生活を立て直して

もらえるよう，市営住宅の空き室を

利用しやすくするよう協力すること

が必要である。 

御意見のとおり，住居の確保は大

切であることから，柱１に基づき，

高齢者等が市営住宅を利用しやすい

環境整備を進めてまいります。 

空き家を居場所に活用できない

か。京都には宗教法人が数多くある

ので 1 年とか修行ができるシステム

ができないか。かっとなる気持ちを

一瞬我慢することができるようにす

るのが目標。 
また，大学も数多くあるので犯罪

心理学とか専門の先生の再発しない

プログラムを作ってもらったらどう

か。スポーツは犯罪抑止に有効かと

思うので色々なスポーツ団体の協力

を得て活動に参加を促すようにした

らどうか。 
農業，林業，介護，建設，漁業な

ど人手不足の業界に協力してもらっ

て体験就業してもらったらどうか。 

 再犯防止の推進には，柱１に掲げ

ているように社会における様々な居

場所につなぐ取組が重要と考えてお

ります。いただいた御意見は，関係

機関とも共有のうえ，今後の取組の

参考にいたします。 
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柱２ ネットワークの充実による保健医療・福祉サービスの利用の促進 
意見の要旨 京都市の考え方 

刑を終えた人を医療・福祉サービ

スに適切に繋げることは重要だと考

えるが，精神障害や依存症等が再犯

に繋がっているとすれば，矯正施設

内における治療やケアを抜本的に強

化することが大切だと思う。 

 御意見のとおり，再犯防止の取組

は，矯正施設等国における取組も重

要であることから，いただいた御意

見は関係機関にも伝えてまいりま

す。  

福祉や医療につなげて再犯しない

ようにすることは大切だと思う。た

だ，刑務所に入っている間にしっか

りと指導教育する方が効果があると

思う。 
社会の高齢化に伴い再犯者も高齢

者が目立っている。青少年と成人を

分けているように，高齢者も別に考

えていく必要があると思う。 

 御意見のとおり，本市における再

犯者に占める高齢者の割合は増加し

ていることから，高齢者に対する保

健福祉・医療サービスの利用促進な

どに取り組んでまいります。 
知的障害者への支援を充実するこ

とも大切である。 
 御意見のとおり，障害のある犯罪

等をした人が必要な支援につながる

よう，障害福祉サービスの利用促進

等に取り組んでまいります。 
薬物の犯罪は芸能人を見ていて

も，やりたくないけどやってしま

う，どうしようもない状態になって

いると思うので，継続して治療に専

念させることが大事だと思うし，刑

務所を出てからも一定期間は強制的

に通院させることなども必要ではな

いか。 

 御意見のとおり，薬物の犯罪を繰

り返さないためには継続した治療が

大切であると考えており，柱２に基

づき，国・民間団体等と連携して，

薬物依存等からの回復支援を進めて

まいります。なお，刑務所等におい

ては，薬物指導を行っており，いた

だいた御意見は関係機関にも伝えて

まいります。 
アルコール・薬物などの依存症に

関わる団体に回復支援施設，自助グ

ループがあり，グループミーティン

グを行う中で依存症者自身が自分の

体験や思いを話し，その話しを聞

き，アルコールや薬物をやめ続ける

毎日を送りながら，仲間とともに支

御意見のとおり，依存症に関する

正しい知識を得ることは大切であり

ます。柱２に基づき，関係機関と連

携し，薬物依存等からの回復支援を

進めてまいります。 
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え合いながら活動されている。仲間

とのグループの活動とともに精神科

医による医学的立場からの依存症は

なぜ発症するのか，どうしていけば

いいのかを知ることにより依存症者

は正しい知識を得て，活動を続けて

もらえたらと思う。 
近年，アルコール・薬物依存症は

心の甘えや弱さではなく精神疾患で

あると定義づけ，依存症には治療が

必要であるという考えが一般的にな

った。依存症は誰でもなりうる可能

性があるので他人事ととらえず，自

分のこととして関心を持たなければ

ならないと思う。薬物やアルコール

をやめ続けることで日常生活を送

り，元気に過ごす事ができることを

多くの市民の方に知っていただきた

い。 

御意見のとおり，薬物依存等に関

する理解を広めることは大切である

ことから，柱２に基づき，関係機関

と連携し，薬物依存は適切かつ継続

的な治療・支援により回復可能な病

気であることの理解促進に取り組ん

でまいります。 

薬物乱用防止対策も進めていく為

には，市民への呼びかけや啓発活動

の継続が必要だと思う。依存症は誰

でもなりうるので気をつけなければ

ならない。近年，乾燥大麻を所持し

ていた高校生が逮捕される事件も起

こっており，乾燥大麻所持の低年齢

化が進んでいる。特に，中，高校生

は心身の成長期なので将来が不安で

あり，早くから所持，使用するとそ

れだけやめる時間もかかる。引き続

き，薬物乱用対策に協力していきた

い。 

 御意見のとおり，薬物依存に関す

る啓発活動等は大切であることか

ら，柱２に基づき，関係機関と連携

し，総合的な薬物乱用防止対策を進

めてまいります。 
 また，薬物使用が低年齢化しない

よう，学校における薬物乱用防止教

育にも取り組んでまいります。 
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柱３ 非行の未然防止，犯罪等をした少年への継続した学びの支援 
意見の要旨 京都市の考え方 

柱３の犯罪等をした少年への継続

した学びの支援は絶対に必要である

と思う。 

 柱３に基づき，犯罪等をした少年

への継続した学びの支援に，国や民

間団体等と連携して取り組んでまい

ります。 
 若者の非行防止には，恵まれてい

ない家庭環境を改善する必要がある

と思う。 

 犯罪をした人の中には，生育過程

に困難な環境にあった人も多いこと

から，本市における各種施策におい

て，再犯の視点を取り入れて，地域

福祉の向上に取り組んでまいりま

す。 
 小，中学生にとって困っている事

や学校生活においての悩みを打ち明

け，相談できるスクールカウンセラ

ー，スクールソーシャルワーカーの

存在は頼りになると思うし，スクー

ルカウンセラーがいることで学校で

のいじめ問題を防げるかもしれな

い。ただ，小，中学生の中にはいじ

めを受けても，いじめられている事

をうまく声に出し，訴える事ができ

なかったり，こわくて話せない場合

もある。スクールカウンセラー，ス

クールソーシャルワーカーはそうし

た訴える事ができない生徒の表情や

行動の変化を見ながら，生徒はもち

ろん，保護者の方との信頼関係を築

き，今後は学校の外や家庭内で起き

る問題，家庭内での虐待の問題解決

にも力を入れ，見守っていただきた

い。 

 柱３に基づき，スクールカウンセ

ラー，スクールソーシャルワーカー

の配置による児童生徒及び保護者に

対する相談支援に取り組むこととし

ており，いただいた御意見は，今後

の取組の参考にいたします。  

 京都市少年補導委員会等の委員の

方の見回り活動は，社会の日かげか

ら児童や地域の人々を助ける力にな

っている。夜間に繁華街を出歩く

小，中学生や高校生に声をかけ，注

意する活動は今後も必要ですが，そ

 いただいた御意見は関係機関とも

共有のうえ，今後の取組の参考にい

たします。  
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ういった児童全てが非行，反社会的

な行動をする恐れがあるのではな

く，非行などと関係ない場合もある

し，素行が悪くても反抗しているだ

けかもしれない。児童の人格を尊重

し，人権擁護の立場に立って見守っ

ていただきたい。 
法務省は，少年院の在院者が通信

制高校で学べるように取組を進めて

いる。少年院の在院者が，周りにい

る方々の協力を得て高校卒業できる

よう取り組んでいただきたい。 

 いただいた御意見は関係機関にも

伝えてまいります。また，本市とし

ても，柱３に基づき，関係機関と連

携して取組を進めてまいります。 

長野県松本市にある松本少年刑務

所の中に旭町中学校の分校がある。 

少年院の入院者，刑務所に収監さ

れた受刑者が，中学校，高校の卒業

や社会に出た時，生活していく上で

の学習を得ることは簡単なことでは

ない。分校での授業内容の取組を，

今後の少年院，刑務所などの刑事施

設での学習・生活支援に活かしてい

ただきたい。 
子ども食堂では，地域における人

間関係をつくることができる。地域

に住むいろいろな方に出会い，その

後も見守られたり，あいさつや声か

けがある為，自然と非行防止に必要

な防犯意識が身につくと思う。 

 柱３に基づき，子ども食堂など地

域団体等が実施する子どもの居場所

づくりの取組への支援を進めてまい

ります。 

更生保護ボランティアの中で若者

によって組織されるボランティア団

体，ＢＢＳ会がある。  

ＢＢＳ会の青年ボランティアがか

かわる少年達はいろいろな問題を抱

えており，行き詰まることもあると

思うが，少年達に真摯に向き合い，

自らの成長につなげて欲しい。 

 再犯防止の取組は，ＢＢＳ会など

多くの民間協力者により支えられて

いると考えております。 
 本市としても，柱５に基づき，Ｂ

ＢＳ会の活動の周知や担い手募集の

協力に取り組んでまいります。 
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柱４ 犯罪等をした人の年齢や特性に応じた効果的な支援の実施 
意見の要旨 京都市の考え方 

幼少期の母親との愛着関係が成立

していたかなど，本人が自覚してい

ないことが原因になっていることも

あり，育てられ方や過去の環境を自

己客観視して，自分を改善すること

は可能である。そういう面の援助を

考えていただけたらと思う。 

 再犯の原因は様々であり，本計画

で掲げる施策を通して，それぞれの

課題や特性に応じた支援に取り組ん

でまいります。 

 犯罪等をした若年者に対して何の

為に行う支援モデルの提示なのか，

目的と動機をはっきりさせなければ

ならない。犯罪等をした若年者にも

色々いて，少年院の入院者（出院

者）か，刑務所に収監された受刑者

（出所者）か，など対象者が誰なの

かしぼってみてもいいと思う。若年

者等がこれから生きていく日々の方

が長いこと，これからの日々を好転

させて欲しいことを伝えたい。 

 地域再犯防止推進モデル事業の結

果や民間団体の取組事例を市民や支

援団体等に広く発信するなど，犯罪

等をした若年者に対する効果的な支

援モデルを提示してまいります。い

ただいた御意見は，今後の取組の参

考にいたします。  

 
柱５ 民間協力者の活動との更なる連携，広報・啓発活動の推進による地域社会への

理解促進  

意見の要旨 京都市の考え方 
 再犯について今まで知る機会があ

まりなかったため，もっと知名度が

上がるように取り組んでほしい。 

 柱５に基づき，再犯防止・更生支

援に関する理解促進に向けた市民・

事業者等への啓発に取り組んでまい

ります。  犯罪と聞くと，凶悪犯をイメージ

する人が多いと思う。抵抗感をなく

すため，まずは啓発が大切かと思

う。 
 周りの理解が大切だと思うが，な

かなか難しいと思う。 
 理解促進といっても，犯罪者は身

近にいないため，自分とは関係のな

いことだと思ってしまう。啓発が大

事だと思う。 
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ＢＢＳ会の活動をもっと皆さんに

知ってもらいたい。再犯防止に，全

く興味のない人に関心を持たせてあ

げてほしい。 

 柱５に基づき，ＢＢＳ会の活動の

周知，担い手募集への協力をはじ

め，再犯防止・更生支援に関する理

解促進に向けた市民・事業者等への

啓発に取り組んでまいります。 
更生意欲のある人を前提に考えれ

ば，「罪を憎んで人を憎まず」の精神

で出所した人を受け入れる就業先や

住まいの確保が重要である。そのた

めにも，協力企業をもっと増やせる

ように介護施設など幅広い分野に周

知すべきと考える。 

 御意見のとおり，安定した住居や

仕事の確保が重要であり，市内企業

に対する広報・啓発による協力雇用

主の開拓等に取り組んでまいりま

す。 

区役所まちづくり推進課に保護司

会との連絡担当者を決めると連携が

スムーズになると考える。 

 再犯防止の取組は，保護司会をは

じめとする民間団体等との連携が重

要であることから，いただいた御意

見は関係機関とも共有のうえ，今後

の取組の参考にいたします。 
 私達保護司はある一定期間関わっ

ているが，その後，バトンタッチし

て本人により添って頂ける為の窓口

があればと思う。市として，社会と

しての支援が具体化すれば，本人に

どのように伝えるか，その連携方法

に関わらせて頂けたらと思う。市の

取組は有難く，大いに期待してい

る。 
 保護司の後継者が見つかりにくい

とよく聞く。いろいろな理由がある

と思うが，元受刑者と面談する場所

が少ないと言われている。 
 自宅を面談場所とすることに躊躇

し，また，保護司本人が家族の理解

を得られるのかも，ハードルとなっ

ているのではないかと思われる。 
 公的な場所を夜間も含めて開放で

きれば良いと思うが，何か支援が必

要ではないか。 

 柱５に基づき，保護司の活動の周

知や担い手募集の協力等，民間協力

者の活動の支援に取り組んでまいり

ます。また，いただいた御意見は関

係機関とも共有のうえ，今後の取組

の参考にいたします。  

 社会を明るくする運動に市・区共

に今まで以上に積極的にご参画いた

だきたい。 

 引き続き，積極的に社会を明るく

する運動に参画してまいります。 
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 市職員向けの研修で，更生保護，

保護司についての話を聞いた。2 時

間位の時間で，啓発ビデオ，保護司

のこれまでの経験に基づくお話が聞

ける，といった内容の勉強会的なも

のを地道にやっていくのが，周知啓

発の一番の近道なのではと思った。 

 いただいた御意見は，今後の取組

の参考にいたします。 

再犯防止のことを知らない人が沢山

いると思う。しっかりと広報するこ

とが大切である。 

 本市職員はもとより，市民向け，

企業向け，福祉関係者向けに再犯防

止・更生支援に関する啓発・研修に

取り組んでまいります。 
孤独や高齢化がより再犯を増加さ

せている。目指す目標は大変良いと

思うが，町内会等に入らない家庭が

多い今日，無関心や関わりたくない

思いが強いと思う。その思いが自分

に犯罪被害者として降りかかってく

る可能性があることを市民に理解し

てもらう活動が必要だと思う。 

 御意見のとおり，再犯防止の取組

は新たな犯罪被害者を生み出さない

取組であると考えております。柱５

に基づき，再犯防止・更生支援に関

する理解促進に向けた市民・事業者

等への啓発に取り組んでまいりま

す。 

 大きな事件が起こると，世間は犯

罪者に対して恐怖の概念を持ってし

まうと思う。皆がそうではないとい

うことを知ることも再犯防止の取組

だと思う。 

 御意見のとおり，再犯防止・更生

支援に関する理解の促進は重要であ

ることから，柱５に基づき，市民・

事業者等への啓発に取り組んでまい

ります。 
 犯罪が減っているとは知らなかっ

た。犯罪を繰り返している人がいる

ことをもっと知ってもらったらいい

と思う。 
目標達成するには，行政だけでは

なく，地域の方々との連携が必要だ

と感じた。 

 御意見のとおり，民間協力者など

地域の方々と連携しながら取組を進

めてまいります。 
普段の生活で再犯者に出会う機会

がないため，イメージがわきにく

く，接し方もわからない。 
 再犯を防ぐ取組の重要性は分かる

が，市民が協力できることはほとん

どないと思うし，そのような状況で

取組への理解を進めるのも難しいと

 再犯防止の取組は，これまでか

ら，多くの民間協力者により支えら

れており，そうした活動の周知や担

い手募集の協力に取り組んでまいり

ます。 
 また，御意見のとおり，取組の効

果がすぐに出るものではないかもし
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思う。 
 地道な計画，取組だと思うが，数

字の達成にこだわることなく，着実

に進めてほしい。 

れませんが，計画に基づき，国や民

間団体等と連携し，再犯防止の取組

を着実に進めてまいります。 

再犯防止推進活動を担うボランテ

ィア活動はもちろん，防犯ボランテ

ィアや青パト活動は市民の方にはあ

まり知られていないと思う。今年３

月開催予定の第１４回国連犯罪防止

刑事司法会議（京都コングレス）を

きっかけに多くの市民の方に再犯防

止推進活動を担うボランティアのこ

とを知っていただきたい。 

 御意見のとおり，京都コングレス

もきっかけにして，柱５に基づき，

民間協力者の活動の周知や担い手募

集の協力に取り組んでまいります。 

 
柱６ 「再犯防止×京都の文化力」の視点による取組の推進 

意見の要旨 京都市の考え方 
再犯防止に京都の文化力は効果は

あるのか。無理があるのではない

か。柱６は不要だと思う。 

 御意見のとおり，効果がすぐに出

るものではないかもしれませんが，

豊かな人間性を育む京都の文化力を

いかした取組を通して，犯罪等した

人の更生意欲や自己肯定感を高める

ことにより，再犯防止につなげてま

いりたいと考えております。 

文化の取組は即効性がないと思

う。とても難しい取組であると思

う。 

京都の文化力とは何なのか。文化

で再犯が無くなるわけがない。 
御意見のとおり，文化の取組のみ

で再犯が無くなるものではありませ

んが，豊かな人間性を育む京都の文

化力をいかした取組を通して，犯罪

等した人の更生意欲や自己肯定感を

高めることにより，再犯防止につな

げてまいりたいと考えております。 
京都らしいと思うが，京都の文化

力と再犯防止がどのようにつながる

のかイメージできない。費用対効果

のある取組にしてもらいたい。 

豊かな人間性を育む京都の文化力

をいかした取組を通して，犯罪等を

した人の更生意欲や自己肯定感を高

めることにより，再犯防止につなげ

てまいりたいと考えております。ま

た，御意見のとおり，費用対効果を

意識してまいります。 
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文化の取組が京都らしいと感じ

た。 
柱６に基づき，豊かな人間性を育

む京都の文化力をいかした取組を通

して，犯罪等した人の更生意欲や自

己肯定感を高めることにより，再犯

防止につなげてまいりたいと考えて

おります。 

文化の力をきっかけに，再犯防止

の取組が進むことは良いと思う。 
良い柱立てだと思う。京都の特徴

を活かした文化の取組は難しいと思

うが，期待もしている。 
文化の力をきっかけに更生意欲を

高めることは良いことだと思うが，

その後の継続的な支援が何よりも大

切であると思う。 

 御意見のとおり，国や民間団体等

と連携した切れ目のない支援に取り

組んでまいります。 

新しく移り住んだ若手職人の斬新

で個性的な発想と手法で新たな文化

や創作が作られている。京都刑務所

が今まで行ってきた京都矯正展でも

多くの木工，皮製品が展示販売され

たが，そうした商品も新たな発想で

の新製品がでたら京都矯正展の文化

力も次の時代に受け継がれると思

う。少年院については矯正教育の一

環として絵画や俳句など美術，文字

を取り入れた取組を行い，さらに文

化力を高めていただきたい。 

 いただいた御意見は関係機関にも

伝えてまいります。また，本市とし

ても，柱６に基づき，豊かな人間性

を育む京都の文化力をいかした取組

を通して，犯罪等した人の更生意欲

や自己肯定感を高めることにより，

再犯防止につなげてまいりたいと考

えております。 

 
重点推進施策 

意見の要旨 京都市の考え方 
 地域生活定着支援センターとの関

係が触れられていないと思う。刑を

終えて出所する方の支援にとって大

事なところだと思う。スマホでメー

ルのみできるという方が多いと思う

ので，ネット環境で相談を受け付け

るツールの運用を打ち出すことを望

む。 

御意見のとおり，地域生活定着支

援センターとの連携が重要であるこ

とから，地域生活定着支援センター

をはじめとする刑事司法関係機関等

との連携による切れ目のない支援の

推進を計画に掲げ，取り組んでまい

ります。 
 また，相談を受け付ける環境につ

いての御意見は，今後の取組の参考

にいたします。 
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ハンドブック「つなぐ つながる」

の配布先拡大として，社会福祉協議

会会員及び協力雇用主への配布も検

討してほしい。 

 再犯防止の取組は，国や民間団体

等との連携が重要であることから，

いただいた御意見は関係機関とも共

有のうえ，今後の取組の参考にいた

します。 ハンドブック「つなぐ つながる」

の活用として，矯正施設，拘置所，

少年刑務所等に定期的に訪問し，説

明会の実施を検討されてはどうか。 
重点推進施策⑵では，犯罪等をし

た人は，立ち直りに多くの困難を抱

える人が多く，社会的に孤立しやす

いとしているが，相談する窓口を設

置することが大事だと思う。 

 重点推進施策として掲げているハ

ンドブック「つなぐ つながる」の

配布等により，困りごとや悩みごと

に応じた相談機関や支援機関につな

げる取組を進めてまいります。 
ハンドブック「つなぐつながる」

を見たことがなかった。もっと多く

の市民の目に留まり，理解が進むこ

とを期待する。 
若者の居場所づくりは，とても大

事だと思う。家族間でのつながりが

薄かったり，友人が少なく相談でき

る人がいない，といった若者が，少

しでも誰かとつながれる場所があれ

ばいいと思う。青少年活動センター

等の場所があるということをしっか

り周知していくことは大切だと思っ

た。 

ハンドブック「つなぐ つながる」

は当事者に直接配布することを目的

に作成しており，市民向けには，別

途作成するパンフレット等で啓発し

てまいりたいと考えております。 
 また，御意見のとおり，居場所づ

くりやそうした場所を広く周知する

ことは大切だと考えており，今回策

定する計画においても，居場所づく

りや居場所へつなぐための施策を掲

げ，取組を進めてまいります。 

行政の施策につながることで，助

かる人も沢山いると思う。制度を知

らない人にもつなげられるように支

援してほしい。 

重点推進施策に掲げる施策を中心

に，国や民間団体等と連携し，支援

が必要な人が適切な支援につながる

ことができるよう取り組んでまいり

ます。 
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⑶ その他御意見 
意見の要旨 京都市の考え方 

 更生意欲のない人もいる。強盗，

暴行，性犯罪，殺人などで犯した罪

を省みない人については，警察によ

る定期訪問等の再犯防止策も大切だ

と思う。 

 再犯防止の取組は，国や民間団体

等との連携が重要であることから，

いただいた御意見は関係機関とも共

有のうえ，今後の取組の参考にいた

します。 
 再犯を防止することは大事であ

る。しかし，１回目の犯罪をさせな

いようにしないと市民としては安心

できない。 

 御意見のとおり，初犯を防ぐこと

も重要であり，引き続き，「世界一安

心安全・おもてなしのまち京都 市

民ぐるみ推進運動」など犯罪抑止に

関する総合的な取組を推進してまい

ります。 
 再犯者が多くを占めており，立ち

直ることが難しい現実だと感じた。

保護司等の活動に興味を持った。 

 御意見のとおり，立ち直りに多く

の困難を抱える人が少なくないこと

から，犯罪等をした人の立ち直りを

支援し，やり直すことができる社会

の実現に取り組んでまいります。ま

た，保護司に興味がある場合は，保

護観察所にお問い合わせください。 
 国が再犯者の傾向を把握している

のであれば，国がもっと再犯防止に

力を入れるべきではないのか。 

 御意見のとおり，再犯防止の取組

は，国における取組も重要であるこ

とから，国に対しても取組の推進を

要請してまいります。 
 ＳＮＳが犯罪被害や犯罪発生の原

因となるとも聞く。中学生・高校生

に対して正しい使用方法を学んでも

らいたい。また，ＳＮＳやインター

ネットに対してもっと規制があれば

よいと思う。 

 ＳＮＳやインターネットの正しい

使い方につきましては，市立学校に

おいて啓発や指導に取り組んでいる

ところですが，いただいた御意見

は，関係機関とも共有のうえ，今後

の取組の参考にいたします。 
 再犯防止の取組は，犯罪等をした

人が再び社会の一員となるために重

要なことだと思う。 

 罪を償った人が社会の一員として

再出発できるよう，計画に基づき，

国や民間団体等と連携し，再犯防止

の取組を総合的かつ計画的に進めて

まいります。 
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再犯防止推進活動を行う取組の一

つに保護司，更生保護女性会，ＢＢ

Ｓ会などの更生保護ボランティアが

あるが，今後は宗教者による再犯防

止推進活動も必要である。宗教者の

持つ傾聴する力や，人々の生命や生

活を大切にする精神が再犯防止の力

になると思う。京都市には異なる宗

教が共存する京都独自の宗教文化が

あり，大学での宗教教育も研究，発

展している。宗教教育にある相手を

思いやり，心の支えや頼る物を持つ

ことの考えも，再犯防止に役立てて

いただきたい。 

 再犯防止の取組は，地域社会の理

解や社会の居場所が大切と考えてお

り，いただいた御意見は，今後の取

組の参考にいたします。  

 京都は宗教都市なので，宗教機関

と永続的な連携が必要だと思う。犯

罪者が精神的に少しでも困ったら，

いつでも２４時間相談できるよう

に，神社仏閣や教会に要請してほし

い。家から近い所の住職と人間関係

を築く，また，あらゆる僧侶の方々

と話し合うなど，修行では無く，仲

良くしてもらうことが大切である。

さらに大学の公開講座など，教育機

関を無料で使えるようにしてほし

い。図書館の使い方を教え，図書館

には様々なジャンルの本があり，ど

のようなジャンルがあるか，話し合

うことも良い教育になると思う。 
 医療機関と教育機関の強固な連携

が必要だと思う。例えば，犯罪者の

中に自閉症スペクトラム障害の人

や，それに近い人がいるかどうか

は，どのくらい把握され，データが

あるのか。当事者が自分を知ること

が最重要だと思う。自閉症者には繰

り返し同じことをする傾向があるそ

うだが，再犯と関係はないのか。ま

 御意見いただいたデータを本市で

は把握しておりません。 
 いただいた御意見は，今後の取組

の参考にいたします。  
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た，幼い頃から自分を認めてもらえ

なかった悲しみが怒りになるパター

ンについては，子供時代をやり直す

教育が必須だと思う。あとは，食べ

物は重要であり，素朴な素材で多様

な料理をすることを覚えれば良いと

思う。 
 世の中には楽しいことがあるとい

うことを多く知る機会が必要だと思

う。知識が増えることで対話の幅も

広がるので，そうした訓練をするこ

とが必要であると思う。また，散歩

をする中で何かを感じることも良い

教育になると思う。共に生きるとい

うことを学ぶことも大切だと思う。

警察の人が怖い対象では無く，とん

ちんかんなことを聞きに行っても応

えてくれると思えたら，安心であ

る。 

 社会で孤立させないことが大切だ

と考えており，地域社会の理解促進

に取り組んでまいります。いただい

た御意見は，今後の取組の参考にい

たします。  

虐待を受けた子供を早く発見し救

済することが犯罪者の芽を摘むこと

になると思う。犯罪をした人は刑務

所で色々作業しているが，もっと就

職できる資格を取得できるようにす

れば良いと思う。また，空いている

公営住宅の活用も必要ではないか。

シルバー人材センターで働き，不足

分は生活保護を受け，民生委員に見

守りしてもらうことができないか。 

 犯罪をした人の中には，生育過程

に困難な環境にあった人も多いこと

から，本市における各種施策におい

て，再犯の視点を取り入れて，虐待

防止を含む地域福祉の向上に取り組

んでまいります。 
 また，公営住宅，シルバー人材セ

ンター，生活保護，民生委員の各施

策については，具体的施策として掲

げておりますが，御意見のとおり，

各施策間の連携にも留意して取り組

んでまいります。 
 また，刑務所に関する御意見は，

関係機関に伝えてまいります。 
 


